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第 1 篇第 3 章では，速い位相ジッタの効果により歪んだ，位相比較特性の非線形部分を折線近似し，
位相面考察により，ループ炉波器を受動形RC~p波器，位相比較器を三角波状，のこぎり波状および，
ラッチ形位相比較特性とした引込み特性を数値計算により求めた。
第 1 篇第 4 章では，アナログ位相同期ループのループ炉波器として受動形位相遅れ炉波器，位相比








第 2 篇第 3 章では，布線論理回路を用いないディジタル処理の特徴を生かした，マイクロプロセッ
サを用いる実時間処理の位相同期ループについて，位相同期現象を実験により確認し，プロセッサ固
有の特性，保持範囲ジッタ量等の関係を明らかにした。
第 1 篇第 5 章および第 2 篇第 4 章は，各篇の各章で、得られた主要な結果をまとめ，全体の結論は，
本研究の成果を総括して述べた。
論文の審査結果の要旨
本論文は，位相同期ルーフ。について，その引込み特性に関する研究の理論的，実験的研究成果をま
とめたものである。その主要な成果を要約すると次のようである。
(1) 新しい特性を有するラッチ形位相比較器を含む回路方式を提案し，また，内部ジッタの解析を行
ない，その軽減法を見出している。
(2) 従来の解析では無視されてきた速い位相ジッタがループの引込み特性に及ぼす効果について，詳
細な解析を行ない，この効果に基づいて，従来の性能指数を修正すべきことを明らかにしている。
(3) ディジタル位相同期ループに関して差分方程式を用いて過渡解析を行ない，その引込み特性を明
らかにしている。また，マイクロプロセッサを用いた新しい回路方式の構成を提案している。
以上のように，本論文は，最近その利用範囲に著しい拡大をみせている位相同期ループについて，
その引込み特性を明らかにしているものであって通信工学，電子工学の分野に貢献するところ大であ
る。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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